
ト
ル
コ
軍
艦
の
海
難
事
故
か
ら
、 

在
イ
ラ
ン
日
本
人
の
救
出
へ

　

日
本
と
ト
ル
コ
に
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、
両
国
と

も
文
化
、
伝
統
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
重
ん
じ

る
国
で
あ
る
。
両
国
の
絆
と
友
好
は
19
世
紀
後
半
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
１
８
９
０
年
９
月
、
ト
ル
コ
の

軍
艦
「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
」
が
日
本
へ
の
親
善
訪

問
を
終
え
た
帰
路
、
和
歌
山
県
串
本
町
沖
で
難
破
し

た
。
地
元
住
民
は
負
傷
者
を
献
身
的
に
救
護
し
、
奇

跡
的
に
生
き
残
っ
た
水
兵
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
帰

還
出
来
た
。
こ
の
出
来
事
は
、
両
国
関
係
の
記
念
碑

的
な
始
ま
り
と
な
り
、
そ
の
後
の
強
固
な
関
係
構
築

へ
と
繋
が
っ
た
。
現
在
、
串
本
町
に
あ
る
ト
ル
コ
記

念
館
は
、
事
故
の
記
録
を
残
す
だ
け
で
な
く
、
両
国

友
好
の
証
し
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

以
来
、
ト
ル
コ
国
民
の
間
で
は
親
日
感
情
が
高
ま

っ
て
い
る
。
１
８
９
７
年
の
新
聞
「M

マ
ー
ル
マ
ッ
ト

alum
at

（
情

報
）」
は
、「
日
本
国
民
は
知
性
に
溢
れ
、
進
歩
発
展

に
確
固
た
る
考
え
を
持
ち
、
日
本
政
府
は
国
力
の
維

持
発
展
に
努
力
し
て
い
る
」
と
報
じ
た
。
１
９
０
４

年
の
新
聞
「Ş

シ
ュ
ー
ラ
ユ

ura-yı Ü

ウ
ッ
メ
テ
ゥ

m
m

et

（
共
同
社
会
）」
も
、

「
日
本
で
は
、
日
常
生
活
の
中
に
愛
国
心
と
国
益
の

思
想
が
浸
透
し
て
お
り
、
そ
れ
が
同
国
の
独
立
性
保

持
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
１
９
２

３
年
に
我
が
国
が
ト
ル
コ
共
和
国
の
宣
言
を
す
る
と
、

１
９
２
４
年
に
日
本
政
府
は
国
家
承
認
を
行
い
、
翌

年
に
大
使
館
を
開
設
し
た
。

　

過
去
30
年
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、

両
国
の
絆
は
一
層
強
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
先
立
つ
１

９
８
５
年
３
月
、
重
要
な
事
件
が
あ
っ
た
。
イ
ラ

ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
際
、
全
て
の
航
空
機
が
撃
墜
対

象
に
な
る
危
険
が
あ
る
中
、
ト
ル
コ
政
府
の
指
示
で

当
社
救
援
機
が
、
現
地
日
本
人
２
１
５
名
の
救
出
に

向
け
て
テ
ヘ
ラ
ン
へ
と
飛
び
立
っ
た
。
当
社
に
と
っ

て
、
こ
れ
は
極
め
て
重
大
な
任
務
と
な
っ
た
。「
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
」
の
水
兵
が
日
本
国
民
と
日
本
政

府
に
救
助
さ
れ
た
こ
と
を
我
々
は
片
時
も
忘
れ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
社
社
員
は
日
本
国

民
の
お
役
に
立
て
た
こ
と
を
心
か
ら
誇
り
に
思
っ
て

い
る
。

現
代
に
つ
な
が
る
二
国
間
の
協
力
関
係

　

そ
の
後
も
、
両
国
は
、
航
空
、
投
資
保
護
、
租
税

の
分
野
で
二
国
間
協
定
を
締
結
し
、
２
０
０
３
年
の

日
本
で
の
ト
ル
コ
年
、
２
０
１
０
年
の
ト
ル
コ
で
の

日
本
年
、
２
０
１
９
年
の
日
本
で
の
ト
ル
コ
文
化
年

な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。
２
０
１
５
年
に
は
、

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
事
件
と
イ
ラ
ン
か
ら
の
日
本
人

救
出
を
題
材
に
し
た
両
国
合
作
映
画
「
海
難
１
８
９

０
」
が
制
作
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
１
９
７
４
年
竣
工
の
ハ
リ
チ
ュ（
ゴ
ー
ル

デ
ン
・
ホ
ー
ン
）橋
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
建

設
、
２
０
２
０
年
４
月
に
開
業（
部
分
）し
た
バ
シ
ャ

東
西
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
友
情
の
絆

─
１
３
０
年
の
時
を
超
え
て
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パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
国
と
地
域
に
よ
っ
て
影
響
が

異
な
る
。
航
空
需
要
の
正
常
化
と
経
済
不
況
か
ら
の

回
復
は
２
０
２
２
年
に
ず
れ
込
み
、
そ
の
後
も
数
年

か
か
り
そ
う
で
あ
る
。
過
去
20
年
、
ト
ル
コ
は
、
地

域
的
な
機
関
や
国
際
組
織
へ
の
参
画
を
増
や
し
て
き

た
。
大
使
館
、
領
事
館
の
開
設
数
は
世
界
上
位
５
カ

国
に
入
る
。
ト
ル
コ
は
「
ア
ジ
ア 

新
た
な
第
一
歩
」

を
指
針
と
し
て
掲
げ
、
ア
ジ
ア
と
の
関
係
拡
大
に
努

め
て
い
る
。
貿
易
、
防
衛
、
学
術
、
技
術
協
力
、
文

化
交
流
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
日
本
と
の
関
係
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
最
後
に
、
安
倍
晋
三
前
首
相
の

至
言
を
引
用
し
た
い

（
注
２
）。

「
世
界
に
平
和
と
安
定
を
も
た
ら
そ
う
と
し
て
働
く

ト
ル
コ
と
日
本
は
、
こ
の
、
広
い
ア
ジ
ア
を
東
西
か

ら
支
え
る
二
つ
の
翼
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
に
平
和
を
。

そ
し
て
繁
栄
を
。
ト
ル
コ
と
日
本
は
、
ア
ジ
ア
を
飛

翔
さ
せ
る
二
つ
の
翼
、
両
翼
な
の
で
あ
る
」

 

（
英
文
和
訳
／
事
務
局
）

国
間
関
係
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
。
当
社
は

人
と
物
資
の
輸
送
を
通
じ
て
両
国
を
繋
ぐ
だ
け
で
な

く
、
相
互
の
発
展
に
貢
献
出
来
よ
う
。
両
国
の
観
光

分
野
に
は
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
、
当
社
の
貨
物

部
門
は
新
鮮
な
農
産
物
や
工
業
製
品
の
輸
送
に
も
寄

与
出
来
る
。

日
本
と
の
関
係
強
化
に
向
け
た 

当
社
の
取
り
組
み

　

１
９
８
９
年
に
日
本
と
の
路
線
を
開
設
し
て
か
ら
、

両
国
間
の
航
空
需
要
は
継
続
的
に
増
加
し
、
過
去
10

年
で
旅
客
数
は
70
％
増
、
旅
客
輸
送
能
力
は
32
％
増
、

貨
物
は
68
％
増
と
な
っ
た
。
２
０
２
０
年
現
在
、
日

本
と
は
３
路
線（
羽
田
、
成
田
、
関
西
）を
開
設
し
て

い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
で
フ
ラ
イ
ト
は
減
少

し
て
い
る
が
、
正
常
に
戻
れ
ば
週
11
便（
羽
田
７
便
、

成
田
４
便
）の
運
航
と
な
り
、
関
西
線
の
再
開
も
予

定
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
便
数
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
鑑
み
、
当
社
で
は
安
全
と
感
染

防
止
に
必
要
な
対
策
は
す
べ
て
講
じ
て
い
る
。
空
港

に
お
け
る
非
接
触
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
と
搭
乗
手
続
き
、

清
掃
と
消
毒
の
衛
生
管
理
、
指
定
の
密
閉
容
器
に
よ

る
ミ
ー
ル
お
よ
び
機
内
サ
ー
ビ
ス
品
の
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
財
務
面
で
も
複
数
の
対
策
を

取
り
、
経
費
削
減
に
も
努
め
て
い
る
。
一
方
、
貨
物

輸
送
は
著
し
く
増
加
し
て
お
り
、
２
０
２
０
年
上
半

期
末
時
点
で
の
手
元
資
金
は
、
健
全
な
状
態
を
維
持

し
て
い
る
。

ク
シ
ェ
ヒ
ル
松
と
桜
都
市
病
院（
ト
ル
コ
最
大
の
最

新
鋭
病
院
）な
ど
が
日
本
と
の
協
力
に
よ
る
も
の
で

あ
る

（
注
１
）。

日
本
企
業
は
現
在
、
ト
ル
コ
国
内
２
２
０
カ

所
以
上
で
各
種
工
場
を
操
業
し
て
お
り
、
第
三
国
で

も
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

　

将
来
に
向
け
て
両
国
の
潜
在
的
な
可
能
性
は
高
い
。

地
理
的
に
ト
ル
コ
は
ア
フ
リ
カ
、
中
東
、
欧
州
に
隣

接
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
地
域
で
の
ト
ル
コ
企
業
の
経

験
を
活
用
す
れ
ば
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
日
本
の
投
資

家
に
と
っ
て
も
魅
力
と
な
ろ
う
。
当
社
は
継
続
的
に

新
規
路
線
を
増
や
し
て
お
り
、
世
界
で
最
多
の
路
線

数
を
誇
る
。
我
々
は
こ
れ
ら
地
域
と
の
経
済
交
流
に

も
資
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

近
年
の
保
護
主
義
の
高
ま
り
と
現
下
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
契
機
に
二

（
注
１
）�具
体
的
に
は
、
１
９
８
８
年
竣
工
の
フ
ァ
ー
テ
ィ
フ・ス
ル
タ
ン・

メ
フ
メ
ト
（
第
二
ボ
ス
ポ
ラ
ス
）橋
、
１
９
９
０
年
設
立
の
ト
ヨ

タ
・
モ
ー
タ
ー
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
・
タ
ー
キ
ー
社
、

２
０
１
３
年
開
業
の
マ
ル
マ
ラ
イ
海
底
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
、
２
０

１
４
年
発
効
の
原
子
力
協
定
、
２
０
１
５
年
発
効
の
シ
ノ
ッ
プ

原
子
力
発
電
所
建
設
に
関
す
る
協
定
、
２
０
１
６
年
竣
工
の
オ

ス
マ
ン
・
ガ
ー
ズ
ィ
ー（
イ
ズ
ミ
ッ
ト
湾
横
断
）橋
。

（
注
２
）�２
０
１
３
年
10
月
29
日　

マ
ル
マ
ラ
イ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
通

式
典
に
お
け
る
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
ス
ピ
ー
チ
。 
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